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➢ 第３条 （３）その他 

・衝突被害軽減制動制御装置［対自転車］について、導入から２年間は、装

置の搭載有無相当を責任点としていたところ、2024 年から他の評価項目

と同様に「レベル４以上」を責任点とする改正を行う。 
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第３条 第２条により得られた各試験結果に基づく総合的な予防安全性能評価は、次に定め

る方法によるものとする。 

 （３）その他 

レイティング表８の総合得点にかかわらず以下の場合には、最高ランクを取得できない

ものとする。 

・全ての評価項目の評価を受けていない場合 

・各評価項目における最高評価から２段階以上下回る評価を受けた場合（ただし、衝突被

害軽減制動制御装置［対自転車］については 2023年度まで評価にかかわらず装備して

いればよいものとする。） 
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